


化することもできず ,今 なお幻の研究所の儘である。 県内では困難で ,多 くの新卒は ,東 京 。大阪・神奈

そのうち名大で再度の定年を迎えることになったが , メ‖。千葉などの学校へ進出している。

思いがけずも ,秋 田大学に呼ばれ ,私 にとつて全 く   この学部での教育と研究は ,秋田県 とのつなが り

新 しい生活が始つた。そのお蔭で ,「 新制大学 」の  が密なのが特長であろ う。また ,秋田師範学校時代

実態を内か ら見ることができ ,日 本の大学問題の複  か らある多数の会員をもつ旭水会 と呼ぶ同窓会は ,

雑な様子を詳しく知ることができた。        今なお学部 と密な連絡の下に活動 している。

わが国の国立大学は ,現在総数81に達 したが ,そ

の多くは昭和24年以后に出来た所謂 新制大学であ

る。

秋田大学は ,古 く明治 6年 に創立された秋田伝習

学校から続 く秋田師範学校や ,明 治43年に創立され

た秋田鉱山専門学校 (秋 田鉱専 )を統合 して ,昭和

24年 5月 に ,2学部か ら成 る新制大学 として発足し

た。前者は始め学芸学部 と呼ばれていたが ,後 に教

育学部 と改称され ,後 者は鉱山学部 となつて ,今 日

に及んでいる。

約 5年前 ,秋 田県の強い要望で ,新 しく医学部 と

附属病院とが ,大学に設置され ,併せて 3学部 とな

り ,漸 〈総合大学の形態が整 つてきた。

3学部の学生のための一般教育は ,教育学部が担

当 しているので ,教 養部は持つていない。

教職員の総数は約 1300,学生数は約 3000で ,

比較的小規模の大学であるが ,3学部 3様 で ,各学

部の組織構成などはそれぞれ全 (異 ってお り ,簡単

でない。

教育学部は課程制度をとつている。すなわち ,lal

中学校・高等学校教員養成課程 (中 。高課程 ),lbl

小学校教員養成課程 (小学校課程 ),養護学校教員

養成課程 (養護学校課程 ),幼稚園教員養成課程 (

幼稚園課程 )が 設け られている。 これ らの課程を卒

業 したものは ,教 育学士 と称することができ ,そ の

多 〈は ,教 員となる。中高課程の うち ,特別の履修

の しかたをしたものは ,学芸学士と称することもで

きる。 これらの人々は少数ではあるが ,毎年若干名

づつ卒業 し ,教員以外の分野へ進出 している。

教育学部は課程の外に大学全体の一般教育をも担

当 しているが ,教育学部に所属の学生は ,そ れぞれ

専攻によって ,学生研究室に属 し,専門科 目の教育

をうけ研究を行なう。 この学部には ,附 属幼稚園・

小 。中・ 養護学校の 4校がある。学部の教授・助教

授 。講師・助手は併せて約 130名 であり ,そ れ らの

全員が教授会 メンバーである。学生定員は 4年制で

1170名 ,今年は 1学年 320名 を募集 した。入学者

の大多数は秋田県人で ,女子学生の数は過半を越え

ている。過疎県の秋田では ,現在卒業生の就職は ,

鉱山学部は ,秋 田鉱専の60余年の伝統を承け継い

てか り ,現在 ,採 鉱 。鉱山地質・冶金 。金属材料・

燃料化学・機械工学 。電気工学 。電子工学 。土木工

学の 9学科 より/」tる 。各学科は ,修士課程をもつ大

学院制の講座 よりな り,鉱 山学に関する研究 と教育

が中心 となつている。 しか し ,最近は ,電子工学科

な ども増設され ,ェ学部的色彩 も強 くなり,鉱 。工

学部とも呼ぶべき内容が加わ りつつある。

またこの学部には ,3部門制の地下資源研究施設

が あり,外 に ,10余 年前に ,卒業生 。業界などの寄

付でつ くつた鉱業博物館も附置されている。教室定

員は ,教授か ら助手まで合せて100余名 ,学生定 員

は約 1300名 であるが ,本年は 1学 年 340名 を募集

した。試験場は秋田の外に東京にも設けてあり,全

国的に学生を募集しているので ,在籍者には県外 出

身の学生 も少 くない。また卒業生の就職も ,全 国的

に分散 している。秋田鉱専時代か らの同窓会の北 光

会が ,今 も力強 く学部を応援 している。

医学部は ,昭和45年 4月 に新設され来年 3月 に始

めて卒業生を出す予定であり最 も若い学部である。

これは 5～ 6年前秋田県の強い要望の下に設立され

た ,講座制の学部である。近々大学院も設置される

であろ うから ,他 大学の医学部 と同様に ,医学博士

を送 り出すスタングー ドの医学部 となるであろ う。

昭和46年 に秋田県立中央病院が医学部に移管され ,

附属病院となつた。現在新病院の建物を新築中であ

る。そ して昭和47年 には看護婦養成の附属看護学校

も附置され ,学部は完成に近付 きつつある。医学部

の講座数は今基礎医学13,臨床15,計28で ,30を 目

標 としている。総学生定員は 480名 で今年は80名 を

募集 したが ,秋 田県人で入学できたものは10%に も

達 しなかつた。

以上は秋田大学の現状の概容である。そこでこの

機会に新制大学の特長 と悩みなどを若干述べて置 き

たい。

秋田大学は上記のように ,規模 としては余 り大 き

くな く,教授総定員 130余で ,おそ らく東大工学部

より小 さい。 しか し乍 らこの小さい大学の中に ,制

度的に内容の異る 3学部があり ,学内格差が 目立つ。
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